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第六章

1　

応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
の
誕
生
と
そ
の
評
価

「
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
（K

inesiology

）」
は
、
ギ
リ
シ
ア
語kinesis

（
運
動
）
とlogos

（
学
問
）
を
結
び
つ
け
た
造
語
で
あ
る
が
、
現
代

の
意
味
に
お
け
る
「
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
（
運
動
機
能
学
）」
は
、
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
身
体
運
動
を
研
究
す
る
学
問
を
指
す
。
こ

れ
に
対
し
て
、「
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
（A

pplied K
inesiology

）」

の
始
ま
り
は
、
一
九
六
四
年
に
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー
で
開
か
れ
た

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
会
議
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト

（George J. Goodheart

）
が
発
表
し
た
医
科
（
医
療
従
事
者
）
向

け
の
手
技
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
筋
力

が
弱
減
す
る
と
い
う
単
純
な
神
経
学
的
原
理
に
基
づ
い
て
、
腕
や
指

の
筋
力
の
強
弱
に
よ
っ
て
食
品
や
物
品
の
安
全
性
を
判
定
す
る
診
断

法
で
あ
る
。
こ
の
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
の
技
法
は
、
そ
の
後
、
東

洋
医
学
・
心
理
学
な
ど
を
取
り
入
れ
て
発
展
し
て
ゆ
き
、
一
九
七
三

年
に
ジ
ョ
ン
・
F
・
シ
ー
（John F. T

hie

）
に
よ
る
「
タ
ッ
チ
・

フ
ォ
ー
・
ヘ
ル
ス2
＊

」（
東
洋
の
陰
陽
五
行
論
を
組
み
入
れ
た
一
般
者
向

け
の
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
）、「
ス
リ
ー
・
イ
ン
・
ワ
ン
」（
骨
相
学
な
ど

を
取
り
入
れ
た
感
情
解
放
法
で
、
一
九
八
〇
年
代
に
ゴ
ー
ド
ン
・
ス

ト
ー
ク
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ホ
ワ
イ
ト
サ
イ
ド
が
開
発
）、「
ブ
レ
イ
ン
・

ジ
ム
」（
教
育
向
け
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
）
な
ど
多
種
多
様
な
技
法
が
開

発
さ
れ
、
現
在
で
は
二
〇
〇
種
類
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
一
九
六
七
年
に
は
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
ウ
ォ
タ
ー

ル
ー
大
学
応
用
健
康
科
学
部
に
「
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
学
科
」
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
の
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
関
連
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
一

九
九
〇
年
に
「
ス
リ
ー
・
イ
ン
・
ワ
ン
」
に
関
し
て
国
内
初
の
セ
ミ

ナ
ー
が
西
宮
市
で
開
か
れ
、
一
九
九
八
年
以
降
は
「
タ
ッ
チ
・
フ
ォ

ー
・
ヘ
ル
ス
」
が
拡
が
り
、
二
〇
〇
二
年
に
は
「
ブ
レ
イ
ン
・
ジ
ム
」

の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る3
＊

。
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ

ジ
ー
関
連
の
技
法
が
日
本
に
導
入
さ
れ
て
、
ま
だ
二
十
年
余
り
の
歴

史
し
か
な
い
。
国
内
に
し
っ
か
り
と
根
を
降
ろ
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
に
対
す
る
医
学
界
の
評
価
は
、
一
般
的
に

け
っ
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
か
、
さ
ほ
ど
認
知
度
が
高
く
な
い
か

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
現
代
医
学
の
基
本
発
想
や
既
成

観
念
に
よ
る
有
形
無
形
の
影
響
が
、
読
み
と
れ
る
よ
う
に
思
う
。
科

学
的
証
拠
を
厳
密
に
追
究
す
る
態
度
、
心
的
現
象
を
物
理
化
学
的
現

象
に
還
元
す
る
唯
物
論
的
傾
向
の
強
い
要
素
還
元
主
義
な
ど
、
現
代

医
学
の
主
流
を
根
底
か
ら
支
配
す
る
認
識
姿
勢
が
、
そ
の
よ
う
な
低

評
価
に
直
結
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
主
流
医
学
の
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ

は
じ
め
に

周
知
の
と
お
り
、
人
間
理
解
に
関
し
て
、
人
文
・
社
会
科
学
的
な

知
見
と
自
然
科
学
的
な
知
見
と
が
分
裂
し
て
い
て
、
我
々
は
全
体
と

し
て
一
つ
に
統
合
さ
れ
た
人
間
像
を
い
ま
だ
獲
得
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
を
実
現
す
る
の
が
二
一
世
紀
前
半
の
課
題
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
三
〇
年
に
も
及
ぶ
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
と
自
然
科

学
者
と
の
対
話
（M

ind and Life D
ialogue, 

一
九
八
七
年
開
始
）

が
、「
観
想
（
瞑
想
）
の
神
経
科
学
」
と
い
う
新
た
な
研
究
領
域
の
創

出
に
結
実
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
対
話
を
通
し
て

次
第
に
浮
上
し
て
き
た
懸
案
の
課
題
は
、「
一
人
称
の
体
験
過
程
」
を

い
か
に
し
て
「
三
人
称
の
科
学
的
説
明
」
と
結
び
つ
け
る
か
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た1
＊

。
ま
た
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、「
一
人
称
の
科
学
」
の

構
築
の
可
能
性
を
問
い
、
構
築
の
た
め
の
理
論
的
根
拠
を
明
確
に
し

な
が
ら
、
そ
の
構
築
に
向
け
て
い
か
な
る
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
を

描
く
か
と
い
う
こ
と
も
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
、
い
わ
ば
文
理
融
合
の
総
合
知
を
求
め
る
現
代
の
先
駆

的
な
学
問
状
況
の
下
で
、「
三
人
称
の
科
学
と
一
人
称
の
体
験
の
統

合
」
と
い
う
問
題
を
睨
み
な
が
ら
、
本
論
に
お
い
て
は
、
応
用
キ
ネ

シ
オ
ロ
ジ
ー
、
と
り
わ
け
そ
の
一
分
野
と
目
さ
れ
て
い
る
「
O—

リ

ン
グ
テ
ス
ト
」
の
理
論
的
説
明
や
思
想
的
影
響
な
ど
に
関
し
て
考
察

を
試
み
て
み
た
い
。

応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
の
世
界

―
―
Ｏ

−

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
擬
似
科
学
か

棚
次
正
和

京
都
府
立
医
科
大
学
名
誉
教
授
／
宗
教
哲
学
・
祈
り
研
究
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法
』（
文
芸
社
、
二
〇
一
二
年
）
巻
末
の
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
科
大
学
予
防

医
学
部
教
授（
非
常
勤
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
心
臓
病
研
究
所
所
長
、
国

際
鍼
電
気
治
療
大
学
学
長
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
キ
エ
フ
医
科
大
学
ノ

ン
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
医
学
科
教
授
、
日
本
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
医
学
会
会
長
。
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
、
富
山
県

生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
を
卒
業

後
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
て
、
五
九
年

に
渡
米
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
医
学
部
心
臓
外
科
研
究
員
、
同
大
学
の

ガ
ン
研
究
所
附
属
病
院
の
レ
ジ
デ
ン
ト
医
を
務
め
、
並
行
し
て
三
年

間
、
同
大
学
物
理
学
大
学
院
で
実
験
物
理
学
を
学
ぶ
。
六
五
年
に
一

個
の
心
臓
の
細
胞
の
薬
理
電
気
生
理
学
の
研
究
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

医
科
学
の
博
士
号
を
取
得
。
九
三
年
に
は
、
米
国
で
バ
イ
・
デ
ィ
ジ

タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
特
許
を
取
得
し
た
。
…〔
中
略
〕…
英
・

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
が
刊
行
し
た
『
二
十
一
世
紀
を
創
っ
た
五
〇
〇
人
』
お
よ

び
『
世
界
の
医
療
関
係
者
の
ト
ッ
プ
一
〇
〇
人
』
の
一
人
に
も
選
ば

れ
て
い
る5
＊

」。

大
村
（
会
長
）
が
米
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
活
動
拠
点
と
し
て
い

る
た
め
、
現
在
、
日
本
で
は
久
留
米
の
下
津
浦
康
裕
（
副
会
長
）
が

「
日
本
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
医
学
会

（International Bi—D
igital O

—Ring T
est M

edical Society

）」

の
世
話
人
を
し
て
い
る
。
そ
の
公
式
サ
イ
ト
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う

な
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る6
＊

。

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
の
日
本
人
医
師
大
村
恵
昭
先
生
が
創
始
・
開
発
さ
れ
た
医
学

的
補
助
診
断
法
で
す
。
日
本
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ

ス
ト
医
学
会
は
、
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
法
の

医
学
的
応
用
・
研
究
を
目
的
と
し
て
医
師
・
歯
科
医
師
・
獣
医

師
・
鍼
灸
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
を
対
象
に
し
た
学
術
団
体
で
す
。

一
九
九
一
年
よ
り
、
毎
年
一
回
ず
つ
東
京
大
学
山
上
会
館
や
昭
和

大
学
医
学
部
、
ま
た
二
年
に
一
回
、
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
で

国
際
学
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
確
立
と
普
及
に
貢
献

を
し
た
研
究
上
の
功
労
者
と
し
て
し
ば
し
ば
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
の

は
、
東
京
大
学
医
学
部
長
の
山
村
秀
夫
教
授〔
麻
酔
学
教
室
〕、
昭
和

大
学
学
長
の
武
重
千
冬
教
授〔
生
理
学
教
室
〕、
同
大
学
の
久
光
正
後

任
教
授〔
生
理
学
教
室
〕、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所

の
間
中
喜
雄
客
員
部
長
、
久
留
米
大
学
の
無
敵
剛
介
教
授
〔
麻
酔
学

教
室
〕
ら
で
あ
る
。
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
に
よ
る
検
査
に
格
段
の
進

ジ
ー
に
対
す
る
反
応
は
、
補
完
・
代
替
療
法
（
C
A
M
）
に
対
す
る

そ
の
反
応
と
基
本
的
に
は
同
類
の
も
の
で
あ
る
。
主
流
は
対
立
勢
力

を
脇
へ
押
し
退
け
て
傍
流
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
定
位
置

を
確
保
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
種
の
反
応
は
、
当
然
と
言
え
ば
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
主
流
医
学
の
通
常
医
療
と
補
完
・
代
替
医
療
と
の
関
係

は
、
じ
つ
は
こ
の
二
十
年
ほ
ど
の
間
に
急
激
な
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
現
在
、
通
常
医
療
と
補
完
・
代
替
医
療
を
受

診
す
る
比
率
は
ほ
ぼ
半
々
の
割
合
で
あ
る
。
し
か
も
、
後
者
の
利
用

者
は
、
高
学
歴
で
高
収
入
の
非
ア
フ
リ
カ
系
米
人
（
＝
エ
コ
ロ
ジ
ー

意
識
の
高
い
白
人
層
）
に
多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
る
の
で
あ

る4
＊

。
連
邦
政
府
が
慌
て
て
N
I
H
（
国
立
衛
生
研
究
所
）
に
代
替
医

療
調
査
室
を
設
置
し
た
の
も
、
無
理
は
な
い
。

上
述
し
た
よ
う
な
主
流
医
学
優
位
の
事
情
を
反
映
し
て
か
、

W
ikipedia

に
お
け
る
「
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
」
の
項
目
は
、
そ

れ
を
擬
似
科
学
・
似
非
科
学
と
見
る
前
提
に
立
っ
た
上
で
の
記
述
で

あ
る
と
い
う
印
象
は
拭
い
が
た
い
。
そ
の
冒
頭
の
記
述
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。「
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
（
A
K
）
は
、
診
断
や
治
療

法
の
決
定
に
用
い
ら
れ
る
代
替
医
療
の
方
法
で
あ
る
。
A
K
の
技
法

を
用
い
て
い
る
実
践
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
身
体
の
機
能
的
な
状
態

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
自
動
制
御
）
を
与
え
て
く
れ
る
。
A
K
は
代

替
医
療
の
領
域
内
の
一
つ
の
実
践
法
で
あ
っ
て
、
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー

と
は
異
な
る
…
〔
中
略
〕
…
A
K
は
理
論
的
経
験
的
な
根
拠
の
点
で

批
判
さ
れ
、
疑
似
科
学
や
い
か
さ
ま
治
療
と
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き

た
」。
つ
ま
り
、
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
は
、
主
流
の
通
常
医
療
の

中
に
組
み
こ
み
が
た
い
実
践
法
と
し
て
、
そ
の
周
縁
部
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
擬
似
科
学
や
似
非
科
学
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、
そ

れ
を
直
接
払
拭
す
る
こ
と
を
試
み
る
意
図
は
な
い
。
た
だ
、「
主
流
─

傍
流
」、「
中
心
─
周
縁
」と
い
う
対
立
構
造
ゆ
え
に
偏
向
を
強
い
ら
れ

た
見
方
か
ら
い
っ
た
ん
解
放
さ
れ
て
、
自
由
な
態
度
で
捉
え
直
し
て

み
た
い
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
際
に
、「
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
」
の

技
法
一
般
を
対
象
に
取
り
上
げ
る
時
間
的
余
裕
は
な
く
、
そ
の
一
分

野
で
あ
る
「
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
」
に
限
定
し
て
、
理
論
的
可
能
性

や
そ
の
思
想
的
影
響
な
ど
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

2　

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｏ

−リ
ン
グ
テ
ス
ト
と

　
　

は
い
か
な
る
も
の
か

そ
も
そ
も
、
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
、
大
村
恵よ
し

昭あ
き

が
一
九
七
〇
年

代
後
半
に
発
案
し
た
手
技
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
大
村
の
最
新
刊

の
著
書
『
顔
を
見
れ
ば
病
気
が
わ
か
る
─
O—

リ
ン
グ
応
用
健
康
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は
、
筋
の
緊
張
（
ト
ー
ヌ
ス
）
を
利
用
し
て
生
体
情
報
を
感
知
す

る
検
査
手
技
で
あ
る
。
B
D
O
R
T
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日

本
人
医
師
大
村
恵
昭
博
士
が
一
九
七
七
年
頃
く
ら
い
に
考
案
し
た

方
法
で
、
最
初
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
の
が
一
九
八
一
年
で
あ
る
。

「
生
体
そ
の
も
の
が
極
め
て
敏
感
な
セ
ン
サ
ー
で
、
毒
物
を
近
づ

け
た
り
、
体
に
合
わ
な
い
薬
剤
を
手
に
持
た
せ
た
り
す
る
と
、
筋

の
緊
張
は
低
下
し
、
逆
に
有
効
な
薬
剤
で
は
緊
張
が
良
好
に
保
た

れ
る
」
と
い
う
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。

大
村
教
授
は
、
脳
の
血
液
循
環
と
握
力
の
関
係
を
研
究
す
る
過

程
で
B
D
O
R
T
の
ヒ
ン
ト
を
発
見
し
た
。
高
校
生
を
対
象
に

行
わ
れ
た
実
験
に
よ
り
、
脳
の
血
液
循
環
が
良
い
方
の
側
の
握
力

が
強
く
な
る
こ
と
が
判
り
、
脳
と
手
の
筋
力
、
特
に
指
の
筋
力
が

非
常
に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

更
に
、
身
体
の
異
常
の
あ
る
部
位
に
一
本
の
髪
の
毛
で
触
れ
る

程
度
の
微
か
な
刺
激
を
与
え
る
だ
け
で
指
の
力
が
弱
ま
る
こ
と
、

そ
し
て
、
あ
る
臓
器
に
、
そ
の
臓
器
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
物
質

や
分
泌
物
、
或
い
は
臓
器
と
共
通
す
る
因
子
を
近
付
け
た
場
合
も
、

指
の
力
が
著
し
く
変
化
す
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
が
「
補
助
的
医
学
診
断
法
」
で
あ

る
と
断
っ
た
上
で
、
①
異
常
部
診
断
法
、
②
共
鳴
現
象
の
応
用
、
③

薬
剤
適
合
性
試
験
に
大
別
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

①
異
常
部
診
断
法

病
的
圧
痛
部
を
刺
激
す
る
と
筋
力
が
低
下
す
る
こ
と
に
よ
り
異

常
部
を
診
断
で
き
る
。
臓
器
代
表
点
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、
異
常

な
箇
所
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
共
鳴
現
象
の
応
用

一
九
八
三
年
頃
に
、
二
つ
の
同
一
物
質
間
に
お
け
る
共
鳴
現
象

の
発
見
に
よ
り
指
の
O—

リ
ン
グ
の
力
が
弱
く
な
る
と
い
う
現
象

の
発
見
に
基
づ
い
て
、
遺
伝
子
、
細
胞
内
伝
達
物
質
、
細
菌
、
リ

ッ
ケ
チ
ャ
、
ウ
イ
ル
ス
、
ニ
ュ
ー
ロ
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
タ
ー
、
ホ
ル

モ
ン
、
金
属（Pb, H

g, A
l

等
）、
薬
物
の
分
布
を
局
在
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
量
が
、
定
量

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
治
療
経
過
を
追
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
薬
剤
適
合
性
試
験

疾
患
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
薬
が
効
い
て
、
し
か
も
そ
の
薬
の

適
量
は
ど
の
く
ら
い
か
と
い
う
こ
と
ま
で
も
、
患
者
に
服
用
さ
せ

る
以
前
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
原
因
不
明
の

歩
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
「
同
一
物
質
間
の
電
磁
場
共
鳴
現
象
」

に
関
し
て
、
武
重
教
授
は
重
要
な
示
唆
を
与
え
研
究
協
力
を
申
し
出

て
い
る
。
そ
れ
は
大
村
が
命
名
し
た
現
象
で
、「
同
じ
物
質
は
同
じ
周

波
数
の
電
磁
波
を
発
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
波
の
位
相
が
同
じ
で

あ
る
と
き
に
、
そ
の
二
つ
の
物
質
の
間
で
起
き
る
共
鳴
現
象
の
こ

と7
＊

」
で
あ
る
。
双
方
の
物
質
か
ら
出
て
い
る
電
磁
波
の
波
が
揃
う
こ

と
で
、
そ
の
電
圧
は
高
く
、
波
高
は
大
き
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
を
体

が
感
知
し
て
脳
が
反
応
を
起
こ
し
、
O—

リ
ン
グ
の
握
力
が
低
下
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
武
重
教
授
は
、
親
指
と
人
指
し
指
に
相
当
す

る
脳
の
部
位
に
電
気
刺
激
を
与
え
て
筋
肉
を
収
縮
さ
せ
る
、
と
い
う

ウ
サ
ギ
を
使
っ
た
動
物
実
験
で
も
重
要
な
提
案
を
し
て
い
る
。
こ
の

動
物
実
験
の
重
要
性
は
、「
体
の
異
常
な
部
分
に
触
れ
た
と
き
に
O—

リ
ン
グ
が
開
く
と
い
う
現
象
が
、
被
験
者
や
検
者
の
先
入
観
や
思
い

込
み
に
よ
る
暗
示
現
象
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
い8
＊

」
こ
と
が
証
明

さ
れ
る
点
に
あ
る
。
被
験
者
と
検
者
の
間
に   

第
三
者
を
介
在
さ
せ

る
「
間
接
法
」9
＊

は
、
じ
つ
は
動
物
に
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
試
み
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
あ
の
ソ
ニ
ー
創
業
者
・
井
深
大
も
、
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ

ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
に
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
と
期
待
を
寄
せ
て
い

た
。
一
九
九
三
年
開
催
の
第
一
回
国
際
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ

ン
グ
テ
ス
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
彼
の
発
言
か
ら
も
、
そ
の
こ
と

は
充
分
に
う
か
が
え
る
。
前
年
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
井
深
は
、
車
椅

子
で
登
壇
し
て
切
々
と
訴
え
た
。「
我
々
に
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が

必
要
な
の
で
す
。
O—

リ
ン
グ
は
そ
の
可
能
性
を
見
せ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
測
定
器
を
人
間
に
求
め
た
発
想
の
転
換
、
し
か
も
そ
こ
か
ら

出
て
く
る
情
報
の
数
々
は
、
最
新
の
科
学
装
置
で
さ
え
、
摑
ま
え
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
『
心
』
や
『
気
』
の
作
用
が
あ
る
こ
と

を
含
め
、
多
く
の
事
象
が
相
互
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
も
、O—

リ
ン
グ
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。
我
々
は
、
科
学
の
所
産
で
あ
る
機
械

に
頼
り
す
ぎ
、
大
事
な
も
の
を
見
落
と
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
二

月
、
大
村
先
生
の
O—

リ
ン
グ
特
許
が
米
国
特
許
庁
で
認
可
さ
れ
ま

し
た
。
画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て

平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
人
間
を
直
接
対
象
と
し

た
特
許
な
ど
、
い
ま
だ
か
つ
て
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
…
〔
中
略
〕

…
ま
さ
に
七
年
半
と
い
う
歳
月
を
か
け
て
の
金
字
塔
で
し
た
。
大
村

先
生
の
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
と
関
係
者
皆
様
の
長
年
の
ご
苦
労
が
、

社
会
や
制
度
を
動
か
し
た
の
で
す
」＊1
＊

。

話
が
い
さ
さ
か
前
後
す
る
が
、
再
び
当
学
会
の
公
式
サ
イ
ト
に
戻

る
こ
と
に
し
よ
う
。「
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
概

要
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る＊＊
＊

。

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
（
B
D
O
R
T
）
と
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年
）
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
患
者
が
自
分
の
右
手
の
指
を
自
分
の
異
常
部
に
あ
て
て
い
る
間
に

次
の
よ
う
に
し
ま
す
。
検
者
は
左
手
で
、
向
か
い
合
っ
た
患
者
の
右

肩
を
押
え
ま
す
。
患
者
の
左
腕
は
横
に
伸
ば
し
て
も
ら
い
、
そ
の
手

首
を
検
者
は
右
手
で
下
へ
押
し
く
だ
し
、
患
者
の
腕
の
力
を
調
べ
ま

す
。
病
的
な
部
位
に
患
者
の
指
が
触
れ
て
い
る
時
は
、
腕
の
力
が
弱

く
な
り
、
診
断
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
」。
と
こ
ろ
が
誤
診
が

多
く
、
米
国
の
医
学
の
分
野
で
は
、
客
観
的
科
学
的
根
拠
の
少
な
い

も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、

「
大
き
な
筋
肉
で
調
べ
る
よ
り
は
、
一
番
疲
れ
の
少
な
い
小
さ
な
筋

肉
を
検
査
筋
と
し
て
使
い
、
し
か
も
脳
を
最
大
限
に
代
表
し
て
い
る

筋
肉
を
使
え
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か＊1
＊

」
と
考
え
、
指
の
筋
肉
に
着
目

し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
脳
皮
質
の
感
覚
領
と
運
動
領
を
最

大
限
に
代
表
し
て
お
り
、
何
回
検
査
し
て
も
疲
れ
の
影
響
が
少

な
い
骨
格
筋
で
あ
る
。
そ
れ
を
利
用
す
れ
ば
、
病
的
圧
痛
を
起
こ

す
の
に
必
要
な
力
―
―
一
平
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
最
低
八
〇

−

一
〇
〇
グ
ラ
ム
―
―
を
加
え
な
く
て
も
、
異
常
部
が
あ
る
と
わ
ず
か

の
力
を
加
え
る
だ
け
で
も
異
常
が
発
見
で
き
る
。
一
平
方
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
あ
た
り
〇
・
一
グ
ラ
ム
以
下
の
力
（
つ
ま
り
一
本
の
髪
の
毛
で

触
る
程
度
の
弱
い
機
械
的
刺
激
）
で
も
判
定
で
き
る
の
で
あ
る
。 

神
経
学
的
機
序
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ

ン
グ
テ
ス
ト
に
関
し
て
、
大
村
は
次
の
よ
う
な
理
論
的
説
明
を
試
み

て
い
る＊1
＊

。「
人
体
の
あ
ら
ゆ
る
異
常
な
部
分
は
正
常
な
部
分
に
比
べ
て
、

異
な
る
電
磁
お
よ
び
電
磁
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
軽
度
の
機

械
的
圧
力
や
光
線
、
電
場
、
磁
場
を
用
い
て
知
覚
神
経
を
刺
激
す
る

と
脳
の
中
央
ま
で
そ
の
刺
激
が
伝
わ
り
ま
す
。
軽
微
な
機
械
的
刺
激

を
与
え
る
と
、
ま
ず
大
き
い
直
径
の
知
覚
神
経
が
刺
激
さ
れ
、
脊
髄

を
上
昇
し
て
中
枢
神
経
へ
と
伝
わ
り
ま
す
。
上
行
神
経
路
の
な
か
で

も
重
要
な
の
は
、
①
後
根
に
あ
る
内
側
縦
束
（
軽
い
接
触
、
バ
イ
ブ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
関
節
の
位
置
を
伝
え
る
）、
②
外
側
脊
髄
視
床
路（
半

側
で
痛
み
、
温
度
、
接
触
を
脳
に
伝
え
る
）、
③
脊
髄
小
脳
路（
無
意

識
の
固
有
感
覚
―
―
位
置
お
よ
び
運
動
の
感
覚
に
よ
り
筋
運
動
を
調

節
し
平
衡
を
保
持
―
―
を
小
脳
に
伝
え
る
）
な
ど
で
す
。
こ
の
時
、

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
で
抵
抗
力
が
弱
ま
る
の
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
央
演
算
機
構（Central Processing System

, 

C
P
S
）
に
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
刺
激
し
て
い

る
身
体
の
場
所
が
病
的
か
ど
う
か
を
C
P
S
で
判
断
し
、
モ
ニ
タ

ー
で
の
表
示
の
代
わ
り
に
、
指
の
O—

リ
ン
グ
の
抵
抗
力
で
表
示
し

て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
C
P
S

に
相
当
す
る
人
間
の
中
枢
神
経
の
精
密
度
は
、
い
か
な
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
よ
り
す
ぐ
れ
て
お
り
、
か
つ
小
型
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
こ
れ

に
は
大
脳
、
小
脳
、
脳
幹
、
網
様
体
、
前
庭
神
経
核
、
室
頂
核
、
赤

難
病
に
、
ど
の
抗
生
物
質
や
薬
剤
が
効
く
の
か
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
薬
剤
相
互
作
用
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
患

者
に
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。
更
にSelective D

rug 
U

ptake Enhancem
ent M

ethod

（
薬
剤
選
択
的
取
込
法
）
の

開
発
に
よ
り
、
選
択
的
に
薬
剤
を
病
巣
部
に
到
達
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
治
療
効
果
が
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

上
記
の
三
つ
が
B
D
O
R
T
の
三
大
特
徴
だ
が
、
あ
く
ま
で

も
補
助
的
診
断
法
な
の
で
、
B
D
O
R
T
で
疑
い
を
持
っ
た
病

変
に
対
し
て
、
C
T
、
M
R
I
、
P
E
T
 S
c
a
n
、X
線
、内
視

鏡
、血
液
検
査
な
ど
で
、確
認
、検
証
す
る
。

さ
ら
に
、「
B
D
O
R
T
の
医
療
ビ
ジ
ョ
ン＊1

＊

」
に
つ
い
て
は
、

B
D
O
R
T
は
予
防
医
学
的
に
見
れ
ば
、
非
常
に
パ
ワ
フ
ル
な
診

断
法
で
あ
り
、
前
癌
病
変
が
あ
る
人
に
健
康
食
品
で
予
防
し
た
り
、

癌
の
再
発
予
防
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
、
ま
た
原
因
不
明
の
難
病
の

原
因
を
発
見
し
た
り
、
救
急
時
に
患
者
が
発
話
不
能
の
時
も
治
療
薬

剤
の
決
定
や
適
量
の
チ
ェ
ッ
ク
、
抗
生
物
質
チ
ェ
ッ
ク
、
ウ
イ
ル

ス
・
細
菌
の
定
量
や
そ
の
感
染
部
位
の
ト
レ
ー
ス
、
原
因
不
明
の
癌

の
原
発
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
医
歯
学
の
み
な
ら

ず
、
ツ
ボ
の
正
し
い
位
置
や
治
療
法
、
手
の
臓
器
代
表
領
域
を
刺
激

す
る
薬
剤
選
択
的
取
込
法
に
よ
る
治
療
効
果
の
向
上
、
電
磁
波
問
題
、

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
問
題
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
問
題
な
ど
、
薬
学
・
農

学
・
工
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
応
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
説
明
を
読
む
だ
け
で
は
、
実
感
が
得
ら
れ
ず
、

見
当
も
付
き
に
く
い
だ
ろ
う
か
ら
、
本
論
末
尾
に
補
遺
を
付
し
て
、

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
正
式
な
実
施
法
を
紹
介

し
て
い
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

3　

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｏ

−

リ
ン
グ
テ
ス
ト
に

　
　

関
す
る
理
論
的
説
明

と
こ
ろ
で
、
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
に
関
し
て
、

創
始
者
で
あ
る
当
の
大
村
自
身
は
、
ど
の
よ
う
な
理
論
的
説
明
を
与

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
村
は
、
鍼
治
療
に
つ
い
て
は
一
九
五

九
年
か
ら
電
気
鍼
の
動
物
実
験
を
重
ね
て
お
り
、
臓
器
代
表
点
の
特

定
、
お
よ
び
募
穴
と
圧
痛
点
と
の
関
係
な
ど
を
調
べ
て
い
た
。
ま
た
、

一
九
七
〇
年
頃
よ
り
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
の
研
究
を
進
め
、
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ッ
ド
ハ
ー
ト
が
開
発
し
た
技
法
に

関
心
を
示
し
て
い
た
。
大
村
の
最
初
の
著
書『
図
説 

バ
イ
・
デ
ィ
ジ

タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
習
』（
医
道
の
日
本
社
、
一
九
八
六
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調
べ
た
い
も
の
は
、「
触
れ
た
り
握
ら
な
く
て
も
、
手
の
う
え
に
置
い

た
り
、
近
く
に
も
っ
て
く
る
だ
け
で
そ
の
影
響
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
」
こ
と
、
正
確
な
情
報
を
得
る
に
は
、「
テ
ス
ト
す
る
薬
物
や
飲

食
物
ま
で
の
距
離
を
一
・
五
セ
ン
チ
以
内
で
調
べ
る
」
の
が
よ
い
と

さ
れ
る
。

調
べ
る
も
の
は
、「
①
ふ
れ
る
、
②
手
に
持
つ
、
③
指
さ
す11
＊

」
の
い

ず
れ
の
形
で
も
よ
い
。
ま
た
、「
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
、
コ
ツ
を
つ

か
め
ば
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
指
を
引
い
て
も
ら
わ
な
く
て
も
、
O—

リ

ン
グ
の
反
応
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
よ
ほ
ど
経

験
を
積
ま
な
い
と
正
確
な
テ
ス
ト
を
行
な
う
こ
と
は
で
き1＊
＊

」
な
い
と

い
う
理
由
か
ら
、
テ
ス
ト
の
正
確
を
期
す
た
め
に
は
、
一
人
で
は
な

く
、「
二
人
一
組
」
で
行
な
う
方
法
の
み
が
正
式
な
も
の
と
し
て
推
奨

さ
れ
て
い
る
。

4　

心
理
や
霊
性
へ
の
Ｏ

−リ
ン
グ

　
　

テ
ス
ト
の
応
用

と
こ
ろ
で
、
大
村
の
考
案
し
た
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ

テ
ス
ト
は
、
あ
く
ま
で
も
物
質
が
与
え
る
肉
体
の
電
磁
場
へ
の
影
響

を
指
の
力
を
セ
ン
サ
ー
に
そ
の
強
弱
か
ら
判
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

検
査
対
象
は
物
質
・
物
体
に
厳
し
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
大

村
が
顔
写
真
を
用
い
て
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
で
判
定
す
る
場
合
で
も
、

本
人
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
自
身
の
情
報
は
、
そ
の
写
真
に
転
写
さ
れ

た
限
り
の
も
の
で
あ
る
以
上
、
情
報
を
担
っ
た
写
真
と
い
う
物
質
的

媒
体
が
直
接
の
手
が
か
り
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ

ジ
ー
の
実
践
者
の
多
く
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
拡
張
し
て
、
物
質
・

物
体
の
み
な
ら
ず
心
的
作
用
が
与
え
る
肉
体
へ
の
影
響
を
も
検
査
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
上
記
の
「
③
指
さ
す
」
は
検
査

対
象
か
ら
の
距
離
が
一
・
五
セ
ン
チ
以
内
が
適
正
と
さ
れ
て
い
た
が
、

も
っ
と
離
れ
た
も
の
を
「
指
さ
し
て
目
で
見
る
」
だ
け
で
も
検
査
が

で
き
る
、
あ
る
い
は
「
そ
の
場
に
現
物
が
な
い
場
合
で
も
、
筋
肉
反

射
テ
ス
ト
を
受
け
る
方
が
、
し
っ
か
り
と
そ
の
物
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

れ
ば11
＊

」
検
査
が
可
能
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
事
の
是
非
は
し

ば
ら
く
お
く
と
し
て
、
こ
こ
に
は
あ
る
種
の
論
理
の
飛
躍
が
あ
る
。

物
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
は
、
物
質
・
物
体
の
次
元
の
ほ
か
に
、
心
的

作
用
・
心
的
過
程
の
次
元
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
O—

リ
ン
グ

テ
ス
ト
は
、
す
で
に
心
的
作
用
を
巻
き
込
ん
だ
心
身
関
係
の
テ
ス
ト

へ
と
移
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
以
下
の
よ
う
に
図
示
し
て
み
る
と
、
考
え
や
す
い
か

も
し
れ
な
い
。
被
験
者
〈
A1 

B1 

C1
〉
と
検
査
対
象
〈
A2 

B2 

C2
〉
が
存

在
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
A 

B 

C
と
い
う
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
個

核
脊
髄
路
、
小
脳
前
庭
脊
髄
路
な
ど
全
て
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
か
ら
直
接
、
α—

モ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
、
あ
る
い
は
γ—

モ

ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
介
し
て
間
接
的
に
α—

モ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ

ン
に
伝
わ
り
ま
す＊1
＊

」。

全
身
の
ど
こ
に
異
常
が
あ
っ
て
も
同
じ
よ
う
に
O—

リ
ン
グ
が
弱

く
な
る
反
応
が
起
こ
る
の
は
、
異
常
部
に
軽
く
圧
を
か
け
る
と
、

「
O—

リ
ン
グ
を
強
く
維
持
し
て
い
る
筋
肉
の
ト
ー
ヌ
ス
は
、
α—

モ

ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
刺
激
で

弱
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
、
身
体
の
異
常
部
の
ど
こ
に
圧
を
か
け
て

い
て
も
、
全
身
の
筋
肉
の
α—

モ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
脳
か
ら
は
、

身
体
の
各
部
の
骨
格
筋
を
弱
く
す
る
刺
激
が
同
時
に
伝
わ
る
」
た
め

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
γ—

モ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン

は
筋
肉
錘
の
収
縮
を
司
る
が
、「
α—

モ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
方
が

神
経
の
直
径
が
大
き
く
細
胞
自
体
も
大
き
い
た
め
、
こ
の
テ
ス
ト
で

筋
の
ト
ー
ヌ
ス
の
変
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
反
応
が
即
座
に
出
る
と

い
う
こ
と
は
、
α—

モ
ー
タ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
最
も
関
係
が
深
い
と

い
え
る＊1
＊

」
と
説
明
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
電
磁
場
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル

O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
患
者
の
身
体
の
一
部
を
ア
ー
ス
す
る
と
テ
ス

ト
の
結
果
が
全
て
プ
ラ
ス
に
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
異
常
の
部
分
ま
で

間
違
っ
て
正
常
と
な
っ
て
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
の
電
場

や
磁
場
の
影
響
が
あ
る
と
同
じ
よ
う
に
全
て
正
常
に
出
る
た
め
、
テ

ス
ト
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ

ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
電
磁
場
（Electro—m

agnetic field

）
と

非
常
に
関
係
が
深
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す＊1
＊

」
と
述
べ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、「
あ
ら
ゆ
る
物
体
は
電
磁
場
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
生
体

に
関
係
の
あ
る
物
質
か
ら
出
て
い
る
電
磁
場
の
影
響
は
次
の
実
験
で

間
接
的
に
確
か
め
ま
す
。
ま
ず
、
腎
臓
が
正
常
に
機
能
し
て
い
る
人

を
例
に
と
り
ま
す
。
サ
ク
シ
ョ
ン
・
カ
ッ
プ
を
腎
臓
代
表
点
に
つ
け
、

正
し
く
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
す
る
と
プ
ラ
ス

に
な
り
ま
す
。
片
手
に
二
五—

五
〇
グ
ラ
ム
の
食
塩
を
近
付
け
ま
す
。

ど
の
く
ら
い
の
距
離
で
反
応
が
出
る
で
し
ょ
う
か
。
テ
ス
ト
を
し
て

み
る
と
数
セ
ン
チ
で
明
確
に
-4
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す＊1
＊

。
け
っ

し
て
触
ら
な
く
て
も
よ
い
の
で
す
。
そ
れ
は
二
五—

五
〇
グ
ラ
ム
の

食
塩
が
出
す
電
磁
場
を
身
体
が
察
知
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
次
に
バ

イ
エ
ル
（Bayer

）
の
ア
ス
ピ
リ
ン
（
一
錠
中
三
二
五
ミ
リ
グ
ラ
ム

の
ア
ス
ピ
リ
ン
が
含
ま
れ
る
）
を
二—

三
錠
、
胃
の
代
表
点
の
上
か

ら
数
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
へ
も
っ
て
い
く
と
、
胃
の
正
常
な
人
で
も

O—
リ
ン
グ
テ
ス
ト
で
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ス
ピ

リ
ン
の
出
す
電
磁
場
を
身
体
の
胃
の
代
表
点
で
察
知
し
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
の
よ
う
な
薬
の
電
磁
場
に
は
、
二
つ
の
情
報
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
①
分
子
の
構
造
に
関
す
る
情
報
、
②
量
の
情
報＊1
＊

」
と
述
べ
、
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か
し
な
が
ら
、
被
験
者
の
心
的
過
程
の
内
容
（
感
情
の
鬱
屈
や
ト
ラ

ウ
マ
の
有
無
な
ど
）
を
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
で
調
べ
る
こ
と
が
、
本

当
に
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
大
村
は
顔
写
真
か
ら
個
人
の
情
報
を

O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
で
判
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
写
真
が
媒
体
と

な
っ
て
個
人
の
情
報
を
担
っ
て
い
る
か
ら
可
能
な
の
だ
と
推
察
さ
れ

る
。
そ
の
思
考
法
を
一
歩
前
に
進
め
て
、
被
験
者
が
自
分
の
情
報
を

担
っ
た
媒
体
と
し
て
身
体（
肉
体
）を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
理

論
的
に
は
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
媒
体
は

写
真
か
ら
肉
身
に
変
わ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
当
の
問
題
は
、
物
質
的

媒
体
（
肉
体
を
含
む
）
が
被
験
者
の
情
報
（
心
的
作
用
）
を
担
い
う

る
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
髪
の
毛
、
血

液
、
唾
液
、
皮
膚
の
一
片
な
ど
、
部
分
が
全
体
を
縮
約
し
て
い
る
と

い
う
発
想
は
、
感
染
（
接
触
）
呪
術
の
基
本
原
理
と
さ
れ
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
呪
詛
の
対
象
者
の
身
体
の
一
部
―
―
髪
の
毛
で
あ
れ
、

血
痕
で
あ
れ
―
―
に
呪
詛
を
か
け
れ
ば
、
対
象
者
自
身
に
そ
の
作
用

が
及
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
感
染
呪
術
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
ホ

ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
理
論
に
も
同
類
の
原
理
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

あ
な
が
ち
荒
唐
無
稽
の
説
と
斥
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。 

こ
の
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
と
応
用
キ
ネ
シ
オ

ロ
ジ
ー
の
技
法
と
を
統
合
し
て
、「
魂
・
筋
・
応
答
反
射
テ
ス
ト

（Spirit M
uscle Responsive T

est, 

S
M
R
テ
ス
ト
）
を
考
案
・

開
発
し
た
人
が
い
る
。
医
師
の
堀
田
忠
弘
で
あ
る
。
応
用
キ
ネ
シ
オ

ロ
ジ
ー
の
技
法
で
最
も
簡
単
な
も
の
の
一
つ
は
、
被
験
者
が
左
右
ど

ち
ら
か
の
腕
を
水
平
に
伸
ば
し
、
そ
の
手
首
の
上
に
検
者
が
二
本
の

指
を
乗
せ
て
、「
抵
抗
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
押
し
下
げ
る
、
そ

の
際
の
筋
力
の
強
弱
に
よ
っ
て
判
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る11
＊

。
被

験
者
は
身
体
に
い
い
も
の
を
持
っ
た
り
、
好
き
な
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
り
す
る
と
、
抵
抗
力
は
強
く
な
り
、
逆
の
場
合
は
弱
く
な
る
。

そ
れ
は
身
体
に
本
来
備
わ
っ
て
い
る
生
理
的
な
反
応
で
あ
り
、「
身
体

は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
を
活
発
に
す
る
よ
う
な
刺
戟
に
は
強
い

筋
肉
反
射
を
起
こ
し
、
逆
に
不
活
発
に
す
る
よ
う
な
刺
戟
に
は
弱
い

反
応
を
起
こ
す11
＊

」
の
で
あ
る
。

堀
田
は
、
著
書
『
身か
ら
だ体

は
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
』（
か
ん
き
出

版
、
二
〇
〇
七
年
）
―
―
本
書
で
は
肉
体
、
心
、
魂
が
一
体
と
な
っ

た
も
の
を
「
身か
ら
だ体

」
と
呼
ん
で
い
る
―
―
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
人
は
、
自
分
で
は
認
識
し
て
い
な
く
て
も
、
自
分
に
関

す
る
こ
と
は
す
べ
て
承
知
し
て
い
る
。
何
が
原
因
で
病
気
に
な
っ
た

の
か
、
ど
う
す
れ
ば
治
る
の
か
。
さ
ら
に
、
自
分
の
こ
と
以
外
で
も
、

基
本
的
に
必
要
な
こ
と
は
な
ん
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
間
と

は
そ
う
い
う
も
の
な
の
だ11
＊

」。
こ
れ
は
堀
田
が
医
師
と
し
て
診
療
に

携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
三
〇
年
以
上
の
間
、
日
々
患
者
に
接
す

る
中
で
「
簡
単
に
、
早
く
、
確
実
に
治
す
方
法
」
を
追
い
求
め
て
き

人
の
存
在
構
造
・
存
在
次
元
を
指
し
て
お
り
、
A
は
心
身
関
係
の
内

奥
の
次
元
、
B
は
心
の
次
元
、
C
は
身
（
身
体
・
物
体
）
の
次
元
を

意
味
す
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
直
後
の
数
字
1
は
被
験
者
、
2
は

検
査
対
象
を
識
別
す
る
番
号
で
あ
る
。
こ
の
二
者
関
係
に
お
い
て

O—

リ
ン
グ
が
開
く
／
閉
じ
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
ず
、「
①
ふ
れ
る
、
②
手
に
持
つ
」
場
合
、
そ
こ
に
成
立
し
て
い
る

の
は
、
さ
し
あ
た
り
「
身
体
と
物
質
の
関
係
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

異
常
か
正
常
か
の
影
響
を
指
の
セ
ン
サ
ー
が
感
じ
て
、
O—

リ
ン
グ

が
開
く
か
閉
じ
る
か
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
〈
C1

↔

C2
〉

関
係
が
成
立
し
て
い
る
。「
③
指
さ
す
」
場
合
で
さ
え
、
検
査
対
象
か

ら
の
距
離
が
一
・
五
セ
ン
チ
以
内
で
あ
れ
ば
、
こ
の
〈
C1

↔

C2
〉
関

係
が
成
立
し
て
い
る
点
で
変
わ
り
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
検
査
対
象
か
ら
の
距
離
が
一
・
五
セ
ン
チ
を
超

え
て
数
メ
ー
ト
ル
、
数
十
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
場
合
は
、
被
験
者
と
検

査
対
象
の
関
係
を
「
身
体
と
物
質
の
関
係
」
の
み
に
限
定
す
る
こ
と

は
困
難
だ
ろ
う
。
指
さ
し
て
目
で
見
る
こ
と
は
、
そ
こ
に
感
覚
・
記

憶
・
感
情
・
思
考
な
ど
の
心
的
作
用
が
及
ぶ
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
そ
こ
で
成
立
し
て
い
る
の
は
、
検
査
対
象
を
物
質
・
物

体
に
限
定
し
て
も
、〈
C1

↔

C2
〉
関
係
以
外
に
、
B1
と
C2
の
関
係
（
感

覚
・
記
憶
・
感
情
・
思
考
な
ど
）
が
C1
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
関
係

の
可
能
性
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、《〈
B1

↔

C2
〉

↔

C1
》

と
い
う
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
事
例
の
拡
張
と
し
て
、
目
の
前
に
な
い
物
品
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

場
合
が
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
も
同
様
に
、《〈
B1

↔

C2
〉

↔

C1
》
関
係
の

枠
組
み
で
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
O—

リ
ン

グ
の
開
閉
が
、
純
然
た
る
物
質
間
現
象
と
い
う
よ
り
も
、
被
験
者
自

身
の
心
的
作
用
の
影
響
下
に
置
か
れ
る
た
め
、
理
論
的
説
明
は
よ
り

い
っ
そ
う
複
雑
な
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
被
験
者
自
身
の
心
的
過
程
を
検
査
対
象
と
し
て
O—

リ
ン

グ
テ
ス
ト
で
判
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
思
考
可
能
性
と
し
て
は
想

定
で
き
る
。
そ
の
場
合
、
被
験
者
と
検
査
対
象
は
同
一
人
物
と
な
る
。

被
験
者
の
心
的
過
程
を
被
験
者
自
身
の
O—

リ
ン
グ
の
開
閉
で
判
定

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、〈
B1

↔

C1
〉
関
係
を
調
べ
る
こ
と
に
な
る
。
し

検
査
対
象

被
験
者
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う
。
我
々
が
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
O—

リ
ン
グ

テ
ス
ト
は
、
心
理
や
霊
性
の
領
域
に
ま
で
拡
張
・
応
用
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
現
に
そ
れ
を
医
療
の
現
場
で
実
践
し
て
い

る
医
師
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

じ
つ
は
初
め
に
断
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
厳
密
に
言
え
ば
、
検
査

対
象
自
体
が
純
粋
な
物
質
・
物
体
と
し
て
の
C2
だ
け
で
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も

人
の
心
的
作
用
が
及
ん
だ
結
果
、
物
品
と
し
て
存
立
し
て
い
る
以
上

は
、
B2
の
要
素
を
す
で
に
含
ん
で
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

商
品
・
製
品
で
あ
れ
ば
、
そ
の
開
発
者
・
設
計
者
・
製
造
者
・
運
搬

者
・
卸
売
や
小
売
業
者
・
購
入
者
・
消
費
者
な
ど
の
心
的
作
用
の
影

響
が
、
そ
こ
に
累
積
的
に
及
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、

開
発
者
の
ア
イ
デ
ア
、
コ
ン
セ
プ
ト
な
し
に
は
、
い
か
な
る
商
品
も

存
在
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
心
的
作
用
を
無
視
す
る
か
、
そ
の
影

響
を
ゼ
ロ
と
見
な
す
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
物
質
・
物
体
間
の
現
象

に
の
み
も
っ
ぱ
ら
注
意
を
向
け
る
現
代
の
自
然
科
学
的
方
法
の
方
が
、

む
し
ろ
極
端
に
偏
向
し
た
特
殊
な
基
本
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
の
心
的
作
用
の
影
響
を
精
確
に
検
知

で
き
る
精
密
機
器
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
か
、
普
及
し
て
い
な
い

現
状
で
は
、
事
実
上
、
検
査
対
象
の
B2
の
次
元
を
研
究
対
象
と
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
検
査
対
象
が
B2
の
次
元
を
含
む
こ

と
は
容
易
に
推
察
で
き
る
以
上
、
常
に
そ
の
次
元
を
念
頭
に
入
れ
て

お
く
必
要
は
あ
る
の
で
あ
る
。

5 

む
す
び
に
代
え
て 

最
後
に
、
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
が
与
え
う
る
思
想
的
影
響
に
つ
い

て
簡
単
に
展
望
し
て
お
き
た
い
。
堀
田
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
心
理

や
霊
性
の
探
査
に
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
れ
ば
、
我
々
の
人
間
理
解
は
大
幅
な
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
認
識
に
関
す
る
基
本
的
な

枠
組
み
は
土
台
か
ら
再
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

心
理
や
霊
性
へ
の
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
応
用
は
、
感
覚
的
経
験
や

そ
れ
に
基
づ
く
論
理
的
思
考
の
次
元
と
は
異
な
っ
た
次
元
、「
直
観

知
」「
暗
黙
知
」「
身
体
知
」
と
も
言
う
べ
き
次
元
に
深
く
関
わ
る
も
の

と
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
知
の
種
類
が
論
証
知
（
論

理
的
思
考
）
以
外
に
、
も
う
一
つ
増
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
ど
の

よ
う
な
名
称
で
呼
ぼ
う
と
も
―
―
直
観
知
で
あ
れ
、
暗
黙
知
で
あ
れ

―
―
と
も
か
く
も
、
我
々
に
は
少
な
く
と
も
二
種
類
の
知
が
存
在
す

る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
想
い
返
せ
ば
、
じ
つ

は
こ
の
二
種
類
の
知
（
論
証
知
と
直
観
知
）
は
、
何
千
年
も
前
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
し
、
我
々
の
先
祖
は
、
そ
の
二
種
類
の
知
を
人
生
の

た
結
果
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。
堀
田
の
説
明
で
は
、
人
間
は
肉
体

以
外
に
目
に
見
え
な
い
心
と
魂
を
も
っ
た
存
在
で
あ
り
、
そ
の
肉
体
、

心
、
魂
が
一
体
と
な
っ
て
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
き
、
大
き
な

力
が
発
揮
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
人
間
の
筋
肉
は
、
自
分
の
身
体
に

有
益
な
食
べ
物
や
日
用
品
、
聞
い
て
う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
言
葉
に

接
す
る
と
力
が
強
く
な
り
、
そ
の
逆
で
は
弱
く
な
る
」
ば
か
り
か
、

「
知
り
た
い
こ
と
を
問
い
か
け
る
と
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
、
あ

る
い
は
正
し
け
れ
ば
強
く
な
り
、
そ
の
逆
で
は
弱
く
な
る11
＊

」
と
い
う
。

た
だ
、
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
の
技
法
で
は
言
葉
で
問
い
か
け
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ

ン
グ
テ
ス
ト
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ど
ち
ら
も
正
し
く
素
晴
ら

し
い
メ
ソ
ッ
ド
で
あ
る
と
判
断
し
た
堀
田
は
、
そ
こ
で
こ
の
両
者
を

統
合
し
て
体
系
化
す
る
こ
と
を
思
い
付
い
た
わ
け
で
あ
る
。

S
M
R
テ
ス
ト
の
や
り
方
に
つ
い
て
は11
＊

、「
指
に
か
け
る
力
を
極

力
一
定
に
保
ち
、
な
に
も
考
え
ず
、
自
分
の
な
か
か
ら
起
こ
る
反
応

に
ま
か
せ
る
よ
う
に
」
す
る
こ
と
、
O—

リ
ン
グ
は
「
空
の
ビ
ー
ル

ビ
ン
を
も
っ
て
、
落
ち
な
い
く
ら
い
の
強
さ
で
い
い
」
こ
と
、
指
は

頸
椎
か
ら
出
て
い
る
神
経
の
支
配
を
受
け
て
い
る
の
で
「
頸
を
前
後
、

左
右
に
曲
げ
、
さ
ら
に
右
向
き
左
向
き
に
ま
わ
し
た
と
き
に
指
が
弱

く
な
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
く
」
こ
と
、
ま
た
問
い
か
け
の
際

の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、「
①
何
を
引
き
出
し
た
い
の
か
、
目
的

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
、
②
イ
エ
ス
か
ノ
ー
で
答
え
ら
れ
る
よ
う

な
内
容
に
す
る
こ
と
」、
さ
ら
に
無
言
で
問
い
か
け
て
も
同
じ
よ
う

に
反
応
す
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
お
く
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

無
言
で
問
い
か
け
て
も
正
し
く
反
応
す
れ
ば
、
そ
の
反
応
は
脳
だ
け

に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。    

こ
う
し
て
、
上
述
し
た
堀
田
の
よ
う
な
立
場
か
ら
O—

リ
ン
グ
テ

ス
ト
を
捉
え
直
し
て
、
心
理
の
み
な
ら
ず
、
霊
性
や
魂
に
関
す
る
情

報
を
も
O—

リ
ン
グ
を
用
い
て
引
き
出
す
と
い
う
発
想
が
あ
り
う
る

の
で
あ
る
。
心
理
や
霊
性
が
問
わ
れ
る
場
合
、
検
査
対
象
は
被
験
者

自
身
と
な
る
。
ま
た
、
心
身
関
係
〈
B1

↔

C1
〉
の
内
奥
の
次
元
A1
が

直
接
に
関
わ
っ
て
く
る
た
め
、〈
A1

↔

B1

↔

C1
〉
関
係
が
成
立
す
る
と

見
ら
れ
る
。
宗
教
学
の
用
語
で
占
い
（divination

）
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
超
越
的
霊
威
と
し
て
の
神
意
・
神
智

を
う
か
が
う
呪
術
的
技
法
で
あ
る
が
、
本
論
の
脈
絡
に
置
き
直
せ
ば
、

そ
れ
は
A
次
元
が
関
わ
る
判
定
法
で
あ
る
と
言
え
る
は
ず
で
あ
る
。

占
星
術
、
鳥
占
、
託
宣
、
太
占
、
占
杖
、
亀
卜
、
易
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ
、

タ
ロ
ッ
ト
占
い
な
ど
、
お
び
た
だ
し
い
種
類
の
占
い
が
伝
承
さ
れ
て

き
た
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
を
古
来
の
呪

術
的
技
法
に
引
き
戻
し
て
捉
え
る
か
、
あ
る
い
は
逆
に
心
理
や
霊
性

を
も
視
野
に
入
れ
た
包
括
的
で
先
駆
的
な
（
実
際
は
太
古
か
ら
存
在

す
る
）
科
学
の
技
法
と
見
な
す
か
、
と
い
う
こ
と
に
収
斂
す
る
だ
ろ
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と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
詳
細
な
考
察
は
、
も
は
や
他
日

を
期
す
ほ
か
は
な
い11
＊

。

※
補
遺
―
―
Ｏ‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
具
体
的
な
方
法＊3
＊

■
Ｏ

−リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
準
備
と
注
意
点

調
べ
た
い
身
の
回
り
の
も
の
、
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
に
協
力
し
て

く
れ
る
人
を
用
意
す
る
。

あ
な
た
の
体
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
か
マ
イ
ナ
ス
か
を
判
断
す
る
と
き

に
は
、
あ
な
た
が
被
験
者
と
な
り
、
協
力
者
が
検
者
と
な
る
。
被
験

者
は
指
で
O—

リ
ン
グ
を
作
る
人
、
検
者
は
そ
の
O—

リ
ン
グ
を
開

く
人
で
あ
る
。

テ
ス
ト
を
行
な
う
前
に
は
、
被
験
者
と
検
者
は
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や

時
計
な
ど
を
外
し
、
ま
た
、
電
磁
波
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
に
、
テ
レ

ビ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
強
い
電
磁
波
を
発
す
る
電
化
製
品
か
ら
離
れ
る
。

O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
立
っ
て
い
て
も
座
っ
て
い
て
も
で
き
る
が
、

座
る
と
き
は
足
を
組
ん
だ
り
、
あ
ぐ
ら
に
な
っ
た
り
し
て
は
い
け
な

い
。
正
座
か
椅
子
に
座
っ
て
行
な
う
。
腕
は
体
に
付
け
ず
、
体
か
ら

四
五—

九
〇
度
程
度
離
し
た
状
態
で
行
な
う
。

（出典：大村恵昭『顔を見れば病気がわかる―O-リング応用
健康法』文芸社、2012 年、202-203 頁）

両
輪
と
し
て
巧
み
に
活
用
し
な
が
ら
生
存
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
、
忘
却
ゆ
え
に
鈍
化
し
た
も
う

一
つ
の
知
を
復
権
さ
せ
る
た
め
の
一
つ
の
契
機
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
共
鳴
現
象
の
応
用
と
し
て
の
O—

リ
ン
グ
テ
ス
ト
は
、
身

体
や
物
質
の
次
元
の
み
な
ら
ず
、
心
理
や
霊
性
の
次
元
を
も
包
括
し

た
統
一
理
論
を
構
築
す
る
可
能
性
を
切
り
開
く
も
の
と
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
精
神
と
物
質（
身
体
）、
こ
の
二
つ
は
理
論

上
は
容
易
に
は
交
わ
ら
な
い
。
前
者
は
不
可
分
な
思
考
（
意
識
）
を

本
質
と
し
、
後
者
は
相
互
外
在
的
で
分
割
可
能
な
延
長
を
本
質
と
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
不
可
分
な
精
神
は
、
分
割
可

能
な
身
体
と
い
か
な
る
接
点
も
持
た
な
い
。
と
は
い
え
、
我
々
の
経

験
的
実
感
と
し
て
は
、
精
神
と
身
体
は
ど
こ
ま
で
も
一
体
で
あ
る
。

こ
う
し
た
理
論
的
な
自
己
矛
盾
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
の
有
力
な
鍵
概

念
の
一
つ
と
し
て
、「
波
動
」
説
が
浮
上
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。
精
神
現
象
を
表
現
す
る
の
に
物
理
化
学
的
現
象
を
記
述
す

る
自
然
科
学
の
用
語
を
使
う
こ
と
は
、
避
け
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

「
波
動
」、
あ
る
い
は
「
振
動
」
は
、
周
波
数
・
振
幅
・
波
形
を
持
ち
、

干
渉
・
共
鳴
・
回
折
な
ど
の
現
象
を
起
こ
す
の
で
あ
る
が
、
物
質
間

に
生
じ
る
干
渉
・
共
鳴
・
回
折
な
ど
の
諸
現
象
は
、
人
間
同
士
の
間

に
生
じ
る
共
感
・
反
感
、
好
意
と
嫌
悪
な
ど
の
諸
反
応
と
類
比
的
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
波
動
の
観
点
か
ら
、
病
気
の
原

因
と
そ
の
治
療
法
、
ま
た
自
然
治
癒
力
向
上
法
な
ど
を
捉
え
直
す
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
病
因
が
有
す
る
固
有
の
周

波
数
を
突
き
止
め
て
、
そ
の
作
用
を
相
殺
す
る
よ
う
な
波
動
的
な
操

作
が
考
案
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
し
、
現
に
そ
の
よ
う
な
機
器

も
考
案
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
波
動
医
学

（vibrational m
edicine

）」
の
中
に
は
、
現
行
の
放
射
線
医
療
な
ど

以
外
に
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
、
宝
石
エ
リ
ク
シ
ー
ル（
宝
石
光
線
療
法11
＊

）、

フ
ラ
ワ
ー
・
エ
ッ
セ
ン
ス
な
ど
が
入
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
応
用
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
分
野
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
手
技

と
し
て
は
、
本
論
で
言
及
し
た
大
村
の
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O—

リ

ン
グ
テ
ス
ト
、
堀
田
の
S
M
R
テ
ス
ト
の
ほ
か
に
も
、
入
江
正
の

「
入
江
F
T
（
フ
ィ
ン
ガ
ー
・
テ
ス
ト
）」、
有
川
貞
清
が
開
発
し
た

「
印
知
感
覚
」
に
よ
る
診
断
法
（
切
診
・
望
診11

＊

）、
矢
山
利
彦
ら
が
取

り
入
れ
た
ド
イ
ツ
振
動
医
学
、
と
り
わ
け
「
パ
ウ
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

式
バ
イ
オ
レ
ゾ
ナ
ン
ス
（
生
体
共
鳴11
＊

）」
療
法
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
手
技
療
法
と
し
て
は
、
臼
井
甕み
か

男お

の
「
レ
イ
キ
（
臼

井
靈
氣
療
法
）」、
岡
田
茂
吉
の
「
浄
霊
（
岡
田
式
神
霊
指
圧
療
法
）」、

ド
ロ
レ
ス
・
ク
リ
ー
ガ
ー
の
「
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ッ
チ1＊
＊

」、

チ
ョ
ー
・
コ
ク
・
ス
イ
の
「
プ
ラ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
リ
ン
グ11
＊

」
な
ど
も

注
目
に
値
す
る
。
い
ず
れ
も
検
討
・
吟
味
に
値
す
る
診
断
法
・
療
法
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(Endnotes)

＊
1　

ダ
ラ
イ･

ラ
マ『
ダ
ラ
イ･

ラ
マ
科
学
ヘ
の
旅
』（
伊
藤
真
訳
、
サ
ン
ガ
新
書
、

二
〇
一
二
年
）。

＊
2　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
シ
ー
『
タ
ッ
チ
フ
ォ
ー
ヘ
ル
ス
健
康
法
』（
石
丸
賢
一
訳
、
タ
ッ

チ
フ
ォ
ー
ヘ
ル
ス
ジ
ャ
パ
ン
出
版
部
、
一
九
九
九
年
）。

＊
3　

http://hom
epage2.nifty.com

/f‒style/Kinesiology.htm

参
照
。

＊
4　

D
avid M

. Eisenberg et al., “U
nconventional M

edicine in the U
nit-

ed States,” in The N
ew

 England Journal of M
edicine, 1993; 

328:246‒252.

＊
5　

大
村
恵
昭『
顔
を
見
れ
ば
病
気
が
わ
か
る
─
Ｏ‒

リ
ン
グ
応
用
健
康
法
』（
文
芸

社
、
二
〇
一
二
年
）。

　
　
　

一
九
八
三
年
に
ア
メ
リ
カ
特
許
庁
に「
Ｏ‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
法
の
原
理
と
応

用
」に
つ
い
て
の
特
許
を
申
請
し
、
一
九
九
一
年
に「
認
可
通
知
」が
届
き
、

一
九
九
三
年
二
月
二
三
日
付
け
の
ア
メ
リ
カ『
特
許
公
報
』に
掲
載
さ
れ
て
、

Ｏ‒

リ
ン
グ
の
普
遍
的
知
的
所
有
権
が
認
め
ら
れ
た
。

＊
6　

http://bdort.net/index.htm
l 

参
照
。
な
お
、「
日
本
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル

O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
医
学
会
」と
い
う
学
術
団
体
の
公
式
サ
イ
ト
は
、「
日
本

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
協
会
」と
い
う
よ
り
一
般
的
な
団
体

の
公
式
サ
イ
ト
と
事
実
上
は
同
じ
場
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
協
会
」の
方

に
は
、
一
般
者
向
け
の「
Ｏ
Ｒ
Ｔ
友
の
会
」の
入
口
が
あ
る
。

 　
　

ま
た
、
同
協
会
は
、
一
九
八
七
年
に
設
立
さ
れ
、
過
去
三
五
年
間
に
一
万

人
以
上
の
医
療
関
係
者
が
勉
強
し
、
約
六
〇
人
の
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
認
定

医
が
い
る
。
認
定
医
制
度
は
一
九
九
五
年
か
ら
始
ま
り
、
当
協
会
の
会
員
と

し
て
最
低
四
年
間
、
一
五
〇
時
間
以
上
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
に
出
席
し

た
医
師
、
歯
科
医
、
鍼
灸
師
な
ど
が
認
定
試
験（
四
時
間
の
筆
記
試
験
と
三

時
間
の
実
地
試
験
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
村
恵
昭『「
O‒

リ
ン
グ
テ

ス
ト
」超
健
康
レ
ッ
ス
ン
』（
主
婦
と
生
活
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
一
〇
頁
。
児

玉
浩
憲『
未
来
の
医
療
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
─
オ
ー
ム
ラ
博
士
の
挑
戦
』（
医

道
の
日
本
社
、
一
九
九
七
年
）。

＊
7　

大
村
恵
昭『
顔
を
見
れ
ば
病
気
が
わ
か
る
』、
一
一
四
頁
。

＊
8　

大
村
恵
昭『
顔
を
見
れ
ば
病
気
が
わ
か
る
』、
一
二
〇
頁
。

＊
9　

間
接
法
は
、
幼
児
や
意
識
不
明
の
患
者
、
ま
た
動
物
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
。

＊
10　

佐
古
曜
一
郎『
井
深
大
が
見
た
夢
─
21
世
紀
の「
も
の
さ
し
」は
こ
う
変
わ
る
』

（
風
雲
舎
、
一
九
九
八
年
）、
一
九
七

−

一
九
八
頁
。

＊
11　

http://bdort.net/as/gaiyou.htm

参
照
。

＊
12　

http://bdort.net/as/vision.htm

参
照
。

＊
13　

大
村
恵
昭『
図
説 

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
習
』（
医
道
の

日
本
社
、
一
九
八
六
年
）、
一
二
頁
。

＊
14　

大
村
の
英
語
論
文
は
、
主
に
国
際
学
術
雑
誌Acupuncture & Electro‒

therapeutics Research, The International Journal, Pergam
on 

Press

に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、Om

ura Y., Pathophysiology 
of acupuncture treatm

ent: effects of acupuncture on cardiovas -
cular and nervous system

s, Acupuncture & Electro‒therapeu-
tics Res., Int. J., Vol. 1: pp.51‒141,1975. O

m
ura Y., ed., N

ew
 

sim
ple early diagnostic m

ethods using O
m

ura’s “Bi‒D
igital O

‒
Ring D

ysfunction Localization  M
ethod” and acupuncture organ 

representation points, and their applications to the “D
rug and 

Food C
om

patibility Test”  for individual organs and to auricular 
diagnosis of internal organs‒Part 1, Acupuncture & Electro‒
therapeutics Res., Int. J., Vol. 6: pp.239‒254,1981.   

＊
15　

大
村
恵
昭『
図
説 

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
習
』、
一
四

頁
。

＊
16　

大
村
恵
昭『
図
説 

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
習
』、
一
四

頁
。

＊
17　

大
村
恵
昭『
図
説 

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
習
』、
九
六

頁
。

＊
18　

O‒

リ
ン
グ
の
開
き
方
か
ら
以
下
の
よ
う
に
判
定
さ
れ
る
。 

-4
…
…
O‒

リ
ン
グ
が
簡
単
に
、
し
か
も
完
全
に
大
き
く
開
く
。

-3
…
…
-4
と
-2
の
中
間
。

-2
…
…
-4
の
半
分
程
度
開
く
。

-1
…
…
-2
の
半
分
程
度
開
く
。

0
…
…
O‒

リ
ン
グ
が
開
か
な
い
。

■
Ｏ

−

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
基
本
の
形
と
指
の
引
き
方

O—
リ
ン
グ
は
利
き
手
の
二
本
の
指
で
作
る
。
指
と
指
の
先
端
を

合
わ
せ
て
丸
い
輪
を
作
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
O—

リ
ン
グ
は

基
本
的
に
は
親
指
と
人
指
し
指
で
作
る
が
、
被
験
者
と
検
者
の
力
の

違
い
に
応
じ
て
、
四
種
類
の
指
の
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

O—

リ
ン
グ
を
作
る
と
き
に
は
、
他
の
三
本
の
指
も
内
側
に
丸
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

O—

リ
ン
グ
を
引
く
と
き
に
は
、
検
者
自
身
も
被
験
者
の
O—

リ

ン
グ
に
手
を
通
し
て
O—

リ
ン
グ
を
作
り
、
引
く
方
向
が
一
直
線
に

な
る
よ
う
に
す
る
。
両
ひ
じ
が
体
の
前
に
出
る
よ
う
に
し
て
、
引
く

方
向
と
手
首
、
腕
の
ラ
イ
ン
を
合
わ
せ
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

検
者
は
「
ハ
イ
」
と
合
図
し
て
か
ら
一
定
の
力
で
一
直
線
上
に
指
を

引
く
。

一
方
、
被
験
者
の
側
は
合
図
が
あ
っ
た
ら
、
指
先
を
ぴ
っ
た
り
付

け
る
よ
う
に
力
を
入
れ
て
お
く
。
調
べ
る
も
の
が
体
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
で
あ
れ
ば
指
は
閉
じ
た
ま
ま
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
ば
指
は

パ
ッ
と
開
い
て
し
ま
う
。

■
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
Ｏ

−

リ
ン
グ
の
見
つ
け
方

被
験
者
が
O—

リ
ン
グ
を
作
る
指
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
O—

リ
ン
グ
）

は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
。
テ
ス
ト
を
始
め
る
前
に
次
の
三
つ
の
条
件

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
あ
な
た
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
O—

リ
ン
グ
を
見
つ

け
る
必
要
が
あ
る
。

◇
第
一
条
件
―
―
検
者
が
親
指
と
人
指
し
指
で
O—

リ
ン
グ
を
作
り
、

被
験
者
の
親
指
と
も
う
一
本
の
指（
最
初
は
人
指
し
指
）で
作
っ
た
O—

リ
ン
グ
を
引
く
。
こ
の
と
き
O—

リ
ン
グ
が
開
か
な
け
れ
ば
第
一
条
件

は
満
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

◇
第
二
条
件
―
―
次
に
、被
験
者
は
指
を
そ
の
ま
ま
に
、検
者
は
親
指

と
人
指
し
指
・
中
指
で
O—

リ
ン
グ
を
作
り
、被
験
者
の
O—

リ
ン
グ
を

引
く
。
こ
の
と
き
、O—

リ
ン
グ
が
最
大
限
に
開
い
た
ら
第
二
条
件
が

満
た
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
O—

リ
ン
グ
が
開
か
な
い
場
合
は
、
被
験
者
は
親
指
と
中

指
で
O—

リ
ン
グ
を
作
り
、
第
一
条
件
と
第
二
条
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を

行
な
う
。
そ
れ
で
も
開
か
な
け
れ
ば
、
被
験
者
の
指
の
組
み
合
わ
せ

を
、
親
指
と
薬
指
、
親
指
と
小
指
と
変
え
て
い
き
、
両
方
の
条
件
を

満
た
す
ま
で
同
じ
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
。

◇
第
三
条
件
―
―
被
験
者
は
頭
を
順
に
上
・
下
・
左
・
右
に
向
け
、検
者

は
そ
の
つ
ど
第
二
条
件
ま
で
満
た
し
た
被
験
者
の
O—

リ
ン
グ
を
引

く
。
ど
の
頭
の
位
置
で
も
O—

リ
ン
グ
が
開
か
な
い
こ
と
を
確
認
で
き

た
ら
、そ
の
指
の
組
み
合
わ
せ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
O—

リ
ン
グ
と
な
る
。

（
第
２
号
掲
載
に
加
筆
）
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+1
…
…
検
者
の
第
一
指
〜
第
二
指
で
作
る
指
の
輪
で
は
開
か
な
い
が
、
第
三
指
を
加

え
て
引
く
と
開
く
。

+2
…
…
第
一
指
〜
第
二
指
と
第
三
指
と
使
っ
て
開
か
な
い
が
、
第
四
指
を
加
え
て
引

く
と
開
く
。

+3
…
…
第
一
指
〜
第
二
指
、
第
三
指
、
第
四
指
と
使
っ
て
も
開
か
な
い
が
、
第
五
指

ま
で
を
加
え
て
引
く
と
開
く
。

+4
…
…
第
五
指
ま
で
の
す
べ
て
の
指
を
使
っ
て
も
開
か
な
い
。

大
村
恵
昭『
図
説 

バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
習
』、
五
三
頁
。

＊
19　

大
村
恵
昭『
図
説 
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
の
実
習
』、
九
六

頁
。

＊
20　

大
村
恵
昭『「
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
」超
健
康
レ
ッ
ス
ン
』、
二
〇
頁
。

＊
21　

大
村
恵
昭『「
O‒

リ
ン
グ
テ
ス
ト
」超
健
康
レ
ッ
ス
ン
』、
三
四
頁
。

＊
22　

齋
藤
慶
太『
1
か
ら
わ
か
る
キ
ネ
シ
オ
ロ
ジ
ー
』（
株
式
会
社
Ｂ
Ａ
Ｂ
ジ
ャ
パ

ン
、
二
〇
一
一
年
）、
一
四
九
頁
。

＊
23　

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｒ
・
ホ
ー
キ
ン
ズ『
パ
ワ
ー
か
、
フ
ォ
ー
ス
か
』（
エ
ハ
ン
・
デ
ラ

ヴ
ィ
／
愛
知
ソ
ニ
ア
訳
、
三
五
館
、
二
〇
〇
四
年
）、
三
八
八

−

三
九
二
頁
。

＊
24　

堀
田
忠
弘『
身
体
は
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
』（
か
ん
き
出
版
、
二
〇
〇
七

年
）、
三
一
頁
。

＊
25　

堀
田
忠
弘『
身
体
は
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
』、
一
六
頁
。

＊
26　

堀
田
忠
弘『
身
体
は
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
』、
一
七
頁
。

＊
27　

堀
田
忠
弘『
身
体
は
、
な
ん
で
も
知
っ
て
い
る
』、
一
四
二

−

一
四
四
頁
。

＊
28　

ベ
ノ
イ
ト
シ
ュ
・
バ
ッ
タ
チ
ャ
リ
ア『
宝
石
光
線
療
法
の
奇
蹟
─
今
、
よ
み
が

え
る
古
代
イ
ン
ド
の
宝
石
療
法
』（
林
陽
訳
、
中
央
ア
ー
ト
出
版
社
、
一
九
九

二
年
）。

＊
29　

有
川
貞
清『
始
原
東
洋
医
学
―
潜
象
界
か
ら
の
診
療
』（
高
城
書
房
、
二
〇
〇

八［
一
九
九
八
］年
）。

＊
30　

野
呂
瀬
民
知
雄
、
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
・
ジ
モ
ン（
監
修
）『
ド
イ
ツ
振
動
医
学
が

生
ん
だ
新
し
い
波
動
健
康
法
─
日
本
に
上
陸
し
た
バ
イ
オ
レ
ゾ
ナ
ン
ス
・
メ

ソ
ッ
ド
の
す
べ
て
』（
現
代
書
林
、
二
〇
〇
三
年
）、
ヴ
ィ
ン
フ
リ
ー
ト
・
ジ
モ

ン『
ド
イ
ツ
発「
気
と
波
動
」健
康
法
』（
イ
ー
ス
ト
・
プ
レ
ス
、
二
〇
一
二
年
）。

＊
31　

ド
ロ
レ
ス
・
ク
リ
ー
ガ
ー
『
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ッ
チ
─
あ
な
た
に
も

で
き
る
ハ
ン
ド
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
』（
上
野
圭
一
・
菅
原
は
る
み
訳
、
春
秋
社
、
一

九
九
九
年
）、
ド
ロ
レ
ス
・
ク
リ
ー
ガ
ー『
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ッ
ク
・
タ
ッ
チ
の

技
法
─
意
識
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
治
癒
』（
上
野
圭
一
・
加
治
未
央
訳
、
春
秋
社
、

一
九
九
九
年
）。

＊
32　

チ
ョ
ー
・
コ
ク
・
ス
イ『
現
代
プ
ラ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
科
学
と
技
術
─
基

礎
編
プ
ラ
ニ
ッ
ク
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
教
科
書
』（
江
本
勝
監
訳
、
根
本
泰
行
訳
、

Ｉ
Ｈ
Ｍ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。

＊
33　

二
〇
一
五
年
九
月
一
九
日
〜
二
〇
日
に
東
京
大
学
山
上
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
二
四
回
日
本
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｏ
−
リ
ン
グ
テ
ス
ト
医
学
会
」に
お
い
て
、

大
会
初
日
の
午
後
に
特
別
講
演「
バ
イ
・
デ
ィ
ジ
タ
ル
Ｏ

−

リ
ン
グ
テ
ス
ト

（
Ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）が
お
よ
ぼ
す
思
想
的
影
響
に
つ
い
て
」を
行
う
機
会
が
与
え

ら
れ
た
。
そ
こ
で
述
べ
た
Ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
の
思
想
的
影
響
と
は
、
以
下
の
三
点

で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、（
１
）我
々
の
認
識
様
態（
広
く
知
の
形
式
）が
論
証

的
思
考
の
み
に
限
定
さ
れ
ず
、
直
観
知
・
暗
黙
知
・
身
体
知
な
ど
と
呼
ば
れ
て

き
た
別
種
の
認
識

0

0

0

0

0

を
含
む
こ
と
が
再
発
見
さ
れ
る
こ
と
、（
２
）Ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

を
メ
ン
タ
ル
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
次
元
に
応
用
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
、

検
者
が
被
験
者
に
尋
ね
る
問
答
形
式

0

0

0

0

が
採
用
さ
れ
て
普
及
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
、（
３
）Ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
の
説
明
原
理
の
一
つ
と
さ
れ
る
共
鳴
理
論

0

0

0

0

が
、
身

体
現
象
と
精
神
現
象
を
含
む
人
間
現
象
一
般
を
説
明
す
る
統
一
理
論
の
構
築

に
際
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

＊
34　

大
村
恵
昭『
顔
を
見
れ
ば
病
気
が
わ
か
る
』、
一
九
九

−

二
〇
八
頁
。


